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分類結果 絵表示 注意喚起語 危険有害性情報 注意書き 分類根拠・問題点 分類実施年度 分類ガイダンス 分類結果 絵表示 注意喚起語
危険有害性情

報
注意書き 分類根拠・問題点

m-nite-93-65-2

  ２－（２，４，５－ト
 リクロロフェノキシ）
 プロピオン酸　（別
 名シルベックス）

２－（４－クロロ－
２－メチルフェノキ
シ）プロピオン酸
（別名ＭＣＰＰ）

93-72-1

93-65-2
全項目

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-72-1の記
載

※CAS RN93-72-1の記載
※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-65-2の記
載

※CAS RN93-65-2の記載
※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

2021.3修正

m-nite-93-72-1

 ２－（４－クロロ－
 ２－メチルフェノキ
 シ）プロピオン酸
 （別名ＭＣＰＰ）

２－（２，４，５－ト
リクロロフェノキシ）
プロピオン酸　（別
名シルベックス）

93-65-2

93-72-1
全項目

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-65-2の記
載

※CAS RN93-65-2の記載
※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
65-2の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-72-1の記
載

※CAS RN93-72-1の記載
※CAS RN93-
72-1の記載

※CAS RN93-
72-1の記載

2021.3修正

m-nite-nocas-0004  ダイオキシン類  -
  特定標的臓

器毒性（単回
暴露）

区分1（呼吸
器、神経系、
心血管系、皮
膚、皮膚付属
器、肝臓、膀
胱、腎臓、副
腎、消化管、
精巣、血液
系、胸腺、視
覚器、骨髄）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトについては、「気管支炎と咽頭炎、出血性肺炎、末梢のニューロパチー、塩素ざ瘡」（ATSDR
（1998））、「心筋障害」（EHC 88（1989））等の記述、実験動物については、「腎盂上皮の過形成、
眼瞼炎、ざ瘡、顔面脱毛症、出血と壊死をともなう粘膜上皮の過形成で示される中程度から重
度の回腸炎および腹膜炎」（ATSDR（1998））、「副腎の出血と副腎皮質の球状層における中程度
の萎縮、精子形成上皮の変化、肝細胞変性を伴う中心静脈の鬱血、溶血および高蛋白血症、
眼球突出および出血性網膜剥離をともなう後眼窩出血、骨髄の細胞減少および腎盂、尿管、膀
胱の上皮細胞の過形成、手足指の爪の脱落、皮膚の角化亢進、リンパ球減少を伴う胸腺萎縮」
（EHC 88（1989））等の記述があることから、呼吸器、神経系、心血管系、皮膚、皮膚付属器、肝
臓、膀胱、腎臓、副腎、消化管、精巣、血液系、胸腺、視覚器、骨髄が標的臓器と考えられた。
なお、実験動物に対する影響は、区分1に相当するガイダンス値の範囲で見られた。
以上より、分類は区分1（呼吸器、神経系、心血管系、皮膚、皮膚付属器、肝臓、膀胱、腎臓、副
腎、消化管、精巣、血液系、胸腺、視覚器、骨髄）とした。

変更なし 変更なし

区分1（神経
系、皮膚、肝
臓、精巣、胸
腺）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトについては、「気管支炎と咽頭炎、出血性肺炎、末梢のニューロパチー、塩素ざ瘡」（ATSDR
（1998））、「心筋障害」（EHC 88（1989））等の記述、実験動物については、「腎盂上皮の過形成、
眼瞼炎、ざ瘡、顔面脱毛症、出血と壊死をともなう粘膜上皮の過形成で示される中程度から重
度の回腸炎および腹膜炎」（ATSDR（1998））、「副腎の出血と副腎皮質の球状層における中程度
の萎縮、精子形成上皮の変化、肝細胞変性を伴う中心静脈の鬱血、溶血および高蛋白血症、
眼球突出および出血性網膜剥離をともなう後眼窩出血、骨髄の細胞減少および腎盂、尿管、膀
胱の上皮細胞の過形成、手足指の爪の脱落、皮膚の角化亢進、リンパ球減少を伴う胸腺萎縮」
（EHC 88（1989））等の記述があることから、呼吸器、神経系、心血管系、皮膚、皮膚付属器、肝
臓、膀胱、腎臓、副腎、消化管、精巣、血液系、胸腺、視覚器、骨髄が標的臓器と考えられた。
なお、実験動物に対する影響は、区分1に相当するガイダンス値の範囲で見られた。
以上より、分類は区分1（呼吸器、神経系、心血管系、皮膚、皮膚付属器、肝臓、膀胱、腎臓、副
腎、消化管、精巣、血液系、胸腺、視覚器、骨髄）とした。

※標的臓器については最新の知見（2020年11月）をもとに、重要と考えられる影響のみをNITEに
よりピックアップしている。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-nocas-0004  ダイオキシン類  -
  特定標的臓

器毒性（反復
暴露）

区分1（皮膚、
肝臓、膀胱、
視覚器、神経
系、聴覚器、
呼吸器、血液
系、消化管、
腎臓、甲状
腺、胸腺、卵
巣、骨髄、副
腎、膵臓、心
血管系、脾
臓）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトについては、「塩素ざ瘡および神経学的症状、肝生検では穏やかな脂肪変性、門脈周囲線
維化、出血性膀胱炎および限局性腎盂腎炎」（ATSDR 1998）、「眼症状の発現、四肢の痺れ、脱
力感、筋肉の痙攣、難聴、慢性気管支炎」（EHC 88（1989））等の記述、実験動物については、
「貧血、白血球減少症、卵巣萎縮、骨髄中の細胞数減少、肝臓の壊死、胆管過形成および浮
腫、脾臓および胸腺の萎縮、消化管出血」（EHC 88（1998））、「副腎皮質の萎縮および過形成、
心筋症、腸間膜動脈炎、腎症、甲状腺濾胞細胞の過形成、膵臓：慢性炎症」（NTP TR 521
（2006））、等の記述があることから、皮膚、肝臓、膀胱、視覚器、神経系、聴覚器、呼吸器、血液
系、消化管、腎臓、甲状腺、胸腺、卵巣、骨髄、副腎、膵臓、心血管系、脾臓が標的臓器と考え
られた。なお、実験動物に対する影響は、区分1に相当するガイダンス値の範囲で見られた。
以上より、分類は区分1（皮膚、肝臓、膀胱、視覚器、神経系、聴覚器、呼吸器、血液系、消化
管、腎臓、甲状腺、胸腺、卵巣、骨髄、副腎、膵臓、心血管系、脾臓）とした。

変更なし 変更なし

区分1（皮膚、
肝臓、神経
系、甲状腺、
胸腺、卵巣）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ヒトについては、「塩素ざ瘡および神経学的症状、肝生検では穏やかな脂肪変性、門脈周囲線
維化、出血性膀胱炎および限局性腎盂腎炎」（ATSDR 1998）、「眼症状の発現、四肢の痺れ、脱
力感、筋肉の痙攣、難聴、慢性気管支炎」（EHC 88（1989））等の記述、実験動物については、
「貧血、白血球減少症、卵巣萎縮、骨髄中の細胞数減少、肝臓の壊死、胆管過形成および浮
腫、脾臓および胸腺の萎縮、消化管出血」（EHC 88（1998））、「副腎皮質の萎縮および過形成、
心筋症、腸間膜動脈炎、腎症、甲状腺濾胞細胞の過形成、膵臓：慢性炎症」（NTP TR 521
（2006））、等の記述があることから、皮膚、肝臓、膀胱、視覚器、神経系、聴覚器、呼吸器、血液
系、消化管、腎臓、甲状腺、胸腺、卵巣、骨髄、副腎、膵臓、心血管系、脾臓が標的臓器と考え
られた。なお、実験動物に対する影響は、区分1に相当するガイダンス値の範囲で見られた。
以上より、分類は区分1（皮膚、肝臓、膀胱、視覚器、神経系、聴覚器、呼吸器、血液系、消化
管、腎臓、甲状腺、胸腺、卵巣、骨髄、副腎、膵臓、心血管系、脾臓）とした。

※標的臓器については最新の知見（2020年11月）をもとに、重要と考えられる影響のみをNITEに
よりピックアップしている。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-108-21-4 酢酸イソプロピル 108-21-4
水生環境有害
性　短期（急
性）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 甲殻類（ブラインシュリンプ）の48時間LC50=110000μg/L（AQUIRE、2003）から、区分外とした。
平成18年度
（2006年度）

マニュアル
（H18.2.10版）
(GHS 初版)

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
甲殻類（ブラインシュリンプ）の48時間EC50 = 110 mg/L、魚類（ファットヘッドミノー）の96時間
LC50 = 390.25 mg/L (いずれもSIDS, 2008) から、区分外とした。

平成26年度
（2014年度）

ガイダンス
Ver.1.0 (GHS
4版, JIS
Z7252:2014)

2021.3修正

m-nite-108-21-4 酢酸イソプロピル 108-21-4
水生環境有害
性　長期（慢
性）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
難水溶性でなく（水溶解度=30900mg/L（PHYSPROP Database、2005））、急性毒性が低いことか
ら、区分外とした。

平成18年度
（2006年度）

マニュアル
（H18.2.10版）
(GHS 初版)

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
信頼性のある慢性毒性データが得られていない。難水溶性ではなく（水溶解度＝30900 mg/L、
PHYSPROP Database 2009）、急性毒性が区分外であることから、区分外とした。

平成26年度
（2014年度）

ガイダンス
Ver.1.0 (GHS
4版, JIS
Z7252:2014)

2021.3修正

m-nite-108-21-4 酢酸イソプロピル 108-21-4
オゾン層への
有害性

 - 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし  -  -  - 分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 当該物質はモントリオール議定書の附属書に列記されていないため。
平成26年度
（2014年度）

ガイダンス
Ver.1.0 (GHS
4版, JIS
Z7252:2014)

2021.3修正

m-nite-2040-52-0 シュウ酸トリウム 2040-52-0 発がん性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
本物質のデータはないが、同じトリウム化合物である酸化トリウムはIARC 78（2001）ではGroup
1、NTP RoC（11th, 2005）ではKに分類されている（いずれも区分1相当）。放射性物質であること
を考慮して、本物質も区分1とした。

変更なし 変更なし 区分1B 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、酸化トリウムの知見は静脈内投与によ
るものであり、一般に想定される暴露経路とは異なるため、NITEにより細区分は区分１Bとした。

本物質のデータはないが、同じトリウム化合物である酸化トリウムはIARC 78（2001）ではGroup
1、NTP RoC（11th, 2005）ではKに分類されている（いずれも区分1相当）。放射性物質であること
を考慮して、本物質も区分1とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-7440-61-1 ウラン 7440-61-1 発がん性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ACGIH（2001）の分類ではA1に分類していることから、区分1とした。
なお、ヒトの疫学情報として、①ウラン濃縮工場での白人男性18869人について、肺がん、中枢神
経系がんによる過度の死亡（ACGIH（2001））が報告されており、②このコホートにおける追跡研
究で、肺がん、中枢神経系がん、腎臓がん、リンパ肉腫及び多発性骨髄腫による過度の死亡が
確認されている（ACGIH（2001））。③他のウラン精製及び製造施設での男性2731人について、食
道がん、咽頭がん、すべての呼吸器疾患及び肺炎による過度の死亡が認められた（ACGIH
（2001））との記述がある。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、ACGIH A1は区分1A相当としているこ
とから、NITEにより細区分は区分１Aとした。

ACGIH（2001）の分類ではA1に分類していることから、区分1とした。
なお、ヒトの疫学情報として、①ウラン濃縮工場での白人男性18869人について、肺がん、中枢神
経系がんによる過度の死亡（ACGIH（2001））が報告されており、②このコホートにおける追跡研
究で、肺がん、中枢神経系がん、腎臓がん、リンパ肉腫及び多発性骨髄腫による過度の死亡が
確認されている（ACGIH（2001））。③他のウラン精製及び製造施設での男性2731人について、食
道がん、咽頭がん、すべての呼吸器疾患及び肺炎による過度の死亡が認められた（ACGIH
（2001））との記述がある。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-8007-45-2 コールタール 8007-45-2 発がん性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
IARC・1、ACGIH・A1、産衛学会・第1群など、既知のヒト発がん物質と評価されているので「区分
1」とした。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、IARC Group 1、ACGIH A1、産衛学会
第1群はいずれも区分1A相当としていることから、NITEにより細区分は区分１Aとした。

IARC・1、ACGIH・A1、産衛学会・第1群など、既知のヒト発がん物質と評価されているので「区分
1」とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

修正内容一覧

ID番号 物質名 CAS番号 項目
修正前 修正後

備考
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修正内容一覧

ID番号 物質名 CAS番号 項目
修正前 修正後

備考

m-nite-627-44-1 ジエチル水銀 627-44-1 生殖毒性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質の生殖影響に関するデータはないが、特定のアルキル水銀において生殖毒性及び発生
毒性が認められている。有機水銀であるメチル水銀は、一般に動物及び人間に対する催奇形性
物質であることはよく知られている (ACGIH (7th, 2001) ため、区分1とした。
なお、旧分類で根拠に用いられていたRTECSはList 3であることから情報源から削除した。
また、旧分類で参考データとしていた雌雄ラットに115日間連続吸入ばく露した試験において、雄
で精子数及び精子の運動能の減少がみられ、雌では性周期の延長、受胎率の低下がみられ、
生まれた児動物では寿命の短縮、発達の抑制、生殖器の変化がみられたとの報告 (Gangolli
(2nd, 1999)) は、試験条件、結果等の詳細が不明な二次情報であることから分類には用いな
かった。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、メチル水銀がヒトに対する催奇形性物
質であることを考慮し、NITEにより細区分は区分１Aとした。

本物質の生殖影響に関するデータはないが、特定のアルキル水銀において生殖毒性及び発生
毒性が認められている。有機水銀であるメチル水銀は、一般に動物及び人間に対する催奇形性
物質であることはよく知られている (ACGIH (7th, 2001) ため、区分1とした。
なお、旧分類で根拠に用いられていたRTECSはList 3であることから情報源から削除した。
また、旧分類で参考データとしていた雌雄ラットに115日間連続吸入ばく露した試験において、雄
で精子数及び精子の運動能の減少がみられ、雌では性周期の延長、受胎率の低下がみられ、
生まれた児動物では寿命の短縮、発達の抑制、生殖器の変化がみられたとの報告 (Gangolli
(2nd, 1999)) は、試験条件、結果等の詳細が不明な二次情報であることから分類には用いな
かった。

変更なし 変更なし 2021.3修正

  m-nite-1335-32-6 塩基性酢酸鉛 1335-32-6 生殖毒性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
本物質のデータはみつからなかったが、無機鉛化合物はヒトで、発生神経毒性物質、生殖毒性
物質として知られていることから、専門家の判断に基き、区分1とした。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、無機鉛化合物はヒトの生殖毒性物質
として知られていることから、NITEにより細区分は区分１Aとした。

本物質のデータはみつからなかったが、無機鉛化合物はヒトで、発生神経毒性物質、生殖毒性
物質として知られていることから、専門家の判断に基き、区分1とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

  m-nite-1344-37-2
ピグメントエロー
34

  1344-37-2 生殖毒性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
本物質に関する試験結果はないが、鉛は胎盤を通過.し、出生前後の暴露は仔の神経発達へ影
響する。また雌雄の生殖能力へ影響する（HSDB,（2005））との記載がある。またEU分類による
と、R61,62でありることから区分1とした。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、無機鉛化合物はヒトの生殖毒性物質
として知られていることから、NITEにより細区分は区分１Aとした。

本物質に関する試験結果はないが、鉛は胎盤を通過.し、出生前後の暴露は仔の神経発達へ影
響する。また雌雄の生殖能力へ影響する（HSDB,（2005））との記載がある。またEU分類による
と、R61,62でありることから区分1とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-90076-65-6

  リチウム＝ビス
（トリフルオロメチ
ルスルホニル）イ
ミド

90076-65-6 生殖毒性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

本物質のデータはないが、リチウムは"Chemically Induced Birth Defects"（Birth Defects 3rd.
（2000））で催奇形性物質としてあげられており、"Catalog of Teratogenic Agents"（Teratogenic
12th（2007））でもリチウム服用の妊婦において心臓奇形の出産報告が複数あり、ヒトに対する催
奇形性が示唆されていることから、区分1とした。

変更なし 変更なし 区分1A 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、ヒトに対する催奇形性はリチウムイオ
ンによるものと考えられることから、NITEにより細区分は区分１Aとした。

本物質のデータはないが、リチウムは"Chemically Induced Birth Defects"（Birth Defects 3rd.
（2000））で催奇形性物質としてあげられており、"Catalog of Teratogenic Agents"（Teratogenic
12th（2007））でもリチウム服用の妊婦において心臓奇形の出産報告が複数あり、ヒトに対する催
奇形性が示唆されていることから、区分1とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-98886-44-3 ホスチアゼート 98886-44-3 生殖毒性 区分1 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

ラットの二世代繁殖試験で親動物に毒性のみられない投与量（30 ppm）で、F1仔の生存率、体
重の減少がみられたとの記載、およびウサギの催奇形性試験で胎児に催奇形性はなかったが、
親動物に毒性がない用量で胎児の体重の軽度の低下、小胎仔の出現頻度が軽度に増加したと
の記載（農薬登録申請資料）に基づき、区分1とした。

変更なし 変更なし 区分1B 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし

政府による分類では以下の理由により「区分1」であるが、ヒトに生殖毒性を示す知見は得られて
いないため、NITEにより細区分は区分１Bとした。

ラットの二世代繁殖試験で親動物に毒性のみられない投与量（30 ppm）で、F1仔の生存率、体
重の減少がみられたとの記載、およびウサギの催奇形性試験で胎児に催奇形性はなかったが、
親動物に毒性がない用量で胎児の体重の軽度の低下、小胎仔の出現頻度が軽度に増加したと
の記載（農薬登録申請資料）に基づき、区分1とした。

変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-131-17-9
フタル酸ジアリル
（別名：ジアリルフ
タラート）

131-17-9 引火性液体
区分に該当し
ない（分類対
象外）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
区分に該当し
ない

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-131-17-9
フタル酸ジアリル
（別名：ジアリルフ
タラート）

131-17-9
自己反応性化
学品

区分に該当し
ない（分類対
象外）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-131-17-9
フタル酸ジアリル
（別名：ジアリルフ
タラート）

131-17-9
自然発火性液
体

区分に該当し
ない（分類対
象外）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし
区分に該当し
ない

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-131-17-9
フタル酸ジアリル
（別名：ジアリルフ
タラート）

131-17-9
自己発熱性化
学品

区分に該当し
ない（分類対
象外）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 2021.3修正

m-nite-131-17-9
フタル酸ジアリル
（別名：ジアリルフ
タラート）

131-17-9
金属腐食性化
学品

区分に該当し
ない（分類対
象外）

変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 分類できない 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 変更なし 2021.3修正
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